
平
成
十
八
年
十
月
九
日
、
体
育
の
日
、
群
馬
県
藤
岡
市
の

菩
提
寺
、
光
明
寺
で
前
橋
市
の
天
蚕
弦
製
作
委
員
会
主
催
、

「
上
州
天
蚕
弦
復
活
」
と
銘
打
ち
、
薩
摩
琵
琶
の
演
奏
会
が

て
ん
さ
ん
げ
ん

午
後
四
時
よ
り
開
演
さ
れ
る
と
い
う
。
私
は
知
ら
な
か
っ
た

が
、
琵
琶
胴
は
元
々
桑
の
樹
で
作
ら
れ
、
弦
は
天
蚕
弦
で
あ

る
由
で
、
何
と
演
奏
の
琵
琶
法
師
は
、
日
本
人
に
あ
ら
ず
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
ト
ー
マ
ス
蘭
杖
と
い
う
外
国
人
と
い
う
。

ら
ん
じ
ょ
う

天
蚕
（
山
繭=

緑
色
し
た
天
然
繭
）
弦
と
は
、
ク
ヌ
ギ
、
ナ

ラ
、
カ
シ
ワ
等
の
樹
の
葉
を
食
べ
て
育
つ
、
山
繭
蛾
と
い
う

野
蚕
か
ら
採
れ
た
糸
を
縒
っ
た
特
別
な
弦
の
こ
と
で
あ
る
。

嬶
天
下
の
上
州
は
、
日
本
初
の
富
岡
製
糸
工
場
の
発
祥
の

地
で
、
昔
か
ら
養
蚕
業
と
係
り
深
い
。
特
に
六
百
余
年
の
光

明
寺
の
中
地
区
周
辺
は
、
昔
か
ら
養
蚕
が
盛
ん
で
住
民
は
蚕

の
飼
育
を
正
業
と
し
繭
を
出
荷
し
生
計
を
立
て
た
。
国
鉄
の

八
高
線
が
開
通
時
に
も
、
蒸
気
機
関
車
の
吐
き
出
す
煙
が
桑

畑
に
悪
影
響
あ
る
と
し
て
、
住
民
の
反
対
運
動
が
起
こ
り
、

結
局
桑
畑
を
迂
回
し
た
路
線
で
決
着
し
た
経
緯
す
ら
あ
る
。

当
日
、
光
明
寺
で
琵
琶
の
演
奏
会
開
催
と
、
寺
に
保
存
さ

れ
て
き
た
「
金
色
蚕
姫
」
の
巻
物
の
ご
開
帳
が
同
時
に
あ
る

と
聞
き
、
私
は
惹
か
れ
て
家
内
と
共
に
参
加
し
て
い
た
。

九
月
二
十
三
日
彼
岸
の
墓
参
り
の
折
、
放
生
会(

泥
鰌
を
加

ほ
う
じ
ょ
う
え

ど
じ
ょ
う

持
し
て
川
に
放
流
す
る
）
恒
例
行
事
に
合
せ
、
ご
開
帳
と
琵

琶
の
演
奏
会
を
実
施
す
る
と
住
職
が
い
う
。
私
が
物
書
き
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
住
職
は
、
ご
開
帳
前
に
も
関
わ
ら

ず
厨
の
奥
で
、
黄
ば
ん
だ
「
金
色
蚕
姫
」
の
軸
の
絵
図
を
特

別
に
見
せ
て
く
れ
た
。
過
日
寺
の
十
三
塔
再
建
の
お
り
、
小

倉
か
ら
発
見
さ
れ
た
絵
図
を
、
表
具
師
に
依
頼
し
て
軸
に
し

た
の
だ
と
い
う
。
表
具
軸
の
絵
図
中
央
の
女
神
立
像
は
、
そ

の
口
に
蚕
を
咥
え
右
手
に
植
物
を
、
左
手
に
珠
を
持
っ
て
お

り
、
左
上
に
「
北
天
竺
舊
中
国
霖
夷
大
王
姫
」
と
更
に
「
常

り

ん

い

陸
國
鹿
嶋
郡
農
良
浦
谷
神
也
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

資
料
が
あ
る
と
住
職
が
言
う
の
で
、
私
は
せ
が
ん
で
一
部

を
入
手
。
物
書
き
の
野
次
馬
的
好
奇
心
が
、
「
金
色
蚕
姫
」

の
逸
話
に
注
目
さ
せ
、
琵
琶
演
奏
に
も
興
味
を
抱
か
せ
た
。

『
奇
妙
な
受
精
卵
』
次
作
品
の
題
材
と
し
て
、
こ
の
故

事
履
歴
を
調
査
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
。

私
の
最
初
の
疑
問
は
、
何
故
群
馬
藤
岡
市
中
の
光
明
寺
に

「
金
色
蚕
姫
」
の
軸
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
養
蚕
技
術
渡
来

は
、
信
州
の
安
曇
族
と
い
う
海
人
が
、
中
国
か
ら
水
稲
技
術

と
共
に
齎
し
た
と
本
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
た
ら

次
の
疑
問
は
、
日
本
の
養
蚕
技
術
の
発
祥
地
で
あ
っ
た
。

果
た
し
て
信
州
安
曇
野
や
諏
訪
か
、
「
金
色
蚕
姫
」
の
絵
図

が
残
る
上
州
の
藤
岡
・
富
岡
地
方
か
、
は
た
ま
た
姫
が
舟
で

漂
着
し
た
常
陸
國
豊
浦
湊(

茨
城
県
）
界
隈
な
の
か
？

と
よ
ら
の
み
な
と

現
に
子
供
の
頃
、
育
っ
た
岡
谷･

諏
訪
地
方
に
は
桑
畑
が
い

た
る
所
に
あ
り
、
片
倉
組
の
製
糸
工
場
が
存
在
し
た
記
憶
が

あ
る
。
繭
を
作
る
養
蚕
業
や
、
繭
か
ら
糸
を
と
る
製
糸
業
、

絹
糸
を
織
る
織
物
業
は
、
確
か
に
信
州
の
み
な
ら
ず
上
州
で

も
盛
ん
だ
っ
た
。
大
規
模
な
日
本
初
の
仏
式
機
械
を
導
入
し

た
官
営
富
岡
製
糸
工
場
を
始
と
し
て
、
小
規
模
家
内
工
業
と

し
て
の
座
繰
り
に
よ
る
糸
執
り
も
、
両
地
方
の
農
家
の
貴
重

な
収
入
源
で
あ
り
、
絹
糸
や
絹
織
物
は
、
中
山
道
を
運
ば
れ

て
横
濱
の
港
か
ら
船
で
輸
出
さ
れ
た
と
聴
く
。
絹
輸
出
業
も

ま
た
当
事
の
日
本
の
基
幹
産
業
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

過
っ
て
の
花
形
産
業
は
、
今
中
国
絹
糸
に
圧
さ
れ
斜
陽
産

業
と
化
し
た
。
生
糸
の
生
産
量
で
、
往
時
最
盛
期
の
２
０
分

の
１
、
原
料
の
繭
生
産
も
５
０
分
の
１
、
養
蚕
農
家
数
に
至
っ

て
は
２
０
０
分
の
１
以
下
に
ま
で
激
減
し
て
い
る
。
現
在
我

国
の
繭
の
生
産
量
は
、
１
９
０
０
㌧
余
り
、
群
馬
県
が
第
一

位
、
福
島
県
、
埼
玉
県
の
順
で
あ
る
。
繭
の
用
途
の
大
部
分

は
糸
で
あ
り
織
物
で
あ
る
が
、
化
粧
品
・
食
品
、
医
療
用
縫

合
材
、
和
楽
器
の
弦
等
の
新
用
途
も
開
発
さ
れ
て
い
る
。
斜

陽
と
言
わ
れ
た
養
蚕
業
だ
が
、
最
近
の
先
端
的
技
術
報
告
に
、

蚕
を
使
用
し
た
昆
虫
バ
イ
オ
工
場
の
研
究
構
想
が
あ
る
。

住
職
か
ら
入
手
し
た
資
料
に
寄
る
と
、
茨
城
県
に
蚕
神
を

祀
る
二
つ
の
神
社
が
あ
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
茨
城
県
筑
波
郡
筑
波
町
の
蚕
影
神
社
で
、
も
う
一

こ

か

げ

つ
は
日
立
市
北
部
川
尻
に
あ
る
蚕
養
神
社
で
あ
る
。

こ

か

い

私
は
ふ
と
、
有
楽
町
の
蚕
糸
会
館
を
想
い
出
し
て
い
た
。

事
実
を
確
認
し
た
く
な
り
係
り
の
人
に
電
話
で
趣
旨
を
連

絡
、
13
日
そ
こ
を
訪
ね
た
。
同
館
地
下
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

老
舗
、
日
本
で
一
番
と
グ
ル
メ
の
間
で
評
判
の
ア
ピ
シ
ウ
ス

に
何
度
か
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
が
脱
線
す
る
の
で
割
愛
す
る
・
・
恐
ら
く

養
蚕
に
関
す
る
史
実
の
資
料
や
本
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
書
庫
に
無
数
の
書
物
や
文
献
が

収
め
ら
れ
て
い
た
が
、
ど
れ
を
観
た
ら
よ
い
の
か
皆
目
見
当

も
つ
か
な
い
。
幸
い
親
切
な
女
性
の
手
引
き
で
、
「
金
色
蚕

姫
」
の
事
を
記
し
た
本
と
、
「
琴
三
弦
用
特
殊
絹
糸
産
地
を

訪
ね
て
」(

シ
ル
ク
情
報
’06.

４)

を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

<

俗
説
云
、
欽
明
天
皇
の
御
宇
、
天
竺
舊
中
国
霖
夷
大

ぎ

ょ

う

り

ん

い

王
の
女
子
を
金
色
女
と
い
ふ
。
継
母
に
く
み
て
う
つ
ぼ
ぶ

む

す

め

ね
に
の
せ
て
な
が
す
に
、
日
本
常
陸
豊
良
湊
に
つ
く
、
所

の
漁
人
ひ
ろ
ひ
た
す
け
し
に
、
程
な
く
姫
病
死
し
て
其
霊

化
し
て
蚕
と
な
る
。
是
日
本
に
て
蚕
養
の
始
め
な
り
。

こ

か

い

『公
益
俗
説
弁
』(

享
保
四
年=

一
七
一
九)

よ
り>

<

欽
明
天
皇
の
御
宇
に
は
じ
め
て
蚕
養
あ
る
。
其
由
来
を

ぎ

ょ

う

こ

か

い

く
わ
し
く
尋
ね
る
に
、
む
か
し
北
天
竺
宮
の
中
に
舊
中
国

と
云
國
有
。
其
國
に
王
お
は
し
ま
す
。
御
名
を
ば
霖
夷
大

り

ん

い

王
と
申
奉
り
御
后
を
光
契
夫
人
と
申
也
。
ま
た
御
む
す
め

こ
お
う
け
い

ひ
と
り
ま
し
ま
す
御
名
を
ば
金
色
皇
后
と
申
し
き
。

こ
ん
し
ょ
く

『庭
訓
往
来
抄
』(

寛
永
八
年=

一
六
三
一)

の
書
き
出
し
よ
り>

『
庭
訓
往
来
抄
』
の
み
な
ら
ず
、
古
い
『
戒
言
』
と
い
う

書
物(

永
禄
元
年=

一
五
五
八)

に
も
同
じ
話
が
記
述
さ
れ
て
い

る
の
は
興
味
深
い
。
『
戒
言
』
か
ら
二
百
数
十
年
後
の
江
戸

時
代
『
養
蚕
秘
録
』(

享
和
三
年=

一
八
〇
三)

で
も
、
金
色
蚕
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姫
の
物
語
を
紹
介
し
、
姫
の
霊
魂
が
化
し
て
蚕
に
な
っ
た
と

述
べ
て
い
る
と
い
う
。
物
語
を
要
約
す
る
と
以
下
で
あ
る
。

〈
あ
る
時
、
金
色
姫
の
后
は
、
重
い
病
気
で
亡
く
な
る
。
王
は

や
が
て
後
妻
の
后
を
迎
え
る
が
、
後
妻
の
継
母
は
金
色
姫
を
う

と
み
亡
き
者
と
し
よ
う
と
奸
計
を
企
む
。
最
初
は
、
獅
子
吼
山
と

し

し

く

い
う
人
の
通
わ
ぬ
深
山
に
姫
を
捨
て
さ
せ
た
。
獅
子
は
姫
に
危
害

を
加
え
る
ど
こ
ろ
か
、
姫
の
面
倒
を
み
て
後
に
背
中
に
乗
せ
て
宮

殿
に
送
り
届
け
る
。
二
番
目
に
、
遥
か
辺
境
の
鷹
群
山
に
捨
て

る
が
、
家
来
が
姫
を
見
付
け
て
連
れ
帰
る
。
三
番
目
は
、
彼
方
の

海
眼
山
と
い
う
遠
島
に
流
す
と
言
っ
た
按
配
。
何
れ
も
戻
っ
て
く

る
の
で
四
番
目
に
は
、
穴
を
掘
っ
て
姫
を
埋
め
る
が
、
百
日
後
に

地
中
か
ら
光
が
差
し
金
色
姫
は
救
出
さ
れ
る
。
王
は
こ
の
國
で

憂
き
目
を
み
る
よ
り
は
・
・桑
の
木
で
作
っ
た
う
つ
ぼ
舟
で
姫
を
乗

せ
て
沖
に
流
す
。
蒼
波
万
里
を
凌
い
だ
う
つ
ぼ
舟
は
、
何
年
も
掛
っ

し
の

て
常
陸
國
の
豊
浦
湊
に
漂
着
、
浦
人
の
權
太
夫
に
発
見
さ
れ
る
。

權
太
夫
夫
婦
が
姫
の
面
倒
を
み
る
が
病
死
す
る
。

あ
る
晩
夫

婦
は
夢
を
み
て
、
姫
を
納
め
た
柩
を
開
け
て
み
る
と
、
姫
の
姿
は

な
く
小
虫
が
い
た
。
桑
の
葉
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
虫
ど
も
は
喜
ん
で

こ
れ
を
食
べ
、
次
第
に
成
長
し
た
。
但
し
途
中
四
回(=

姫
の
受
難

の
回
数)

程
休
ん
で
繭
と
な
っ
た
。
〉

こ
の
物
語
中
、
金
色
姫
は
衆
生
を
救
済
す
る
蚕
養
神

と
し
て
話
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
姫
を
う
つ
ぼ
舟
に
乗

せ
沖
に
押
し
出
し
た
と
き
に
王
は
姫
に
言
う
の
で
あ
る
。

「
汝
は
生
ま
れ
た
る
時
よ
り
人
に
あ
ら
ず
、
い
か
様

な
ん
じ

仏
神
三
変
化
の
化
身
也
と
覚
ゆ
。
此
國
に
居
て
辛
き
目

に
あ
わ
ん
よ
り
、
仏
法
流
布
の
國
に
揺
ら
れ
て
依
っ
て

衆
生
を
も
済
度
し
給
ふ
べ
し
」
と
・
・

し
ゅ
じ
ょ
う

さ

い

ど

つ
ま
り
仏
教
の
真
言
密
教
と
結
び
つ
い
て
、
僧
侶
や
神
官

の
手
で
加
持
祈
祷
の
形
式
で
蚕
神
「
金
色
姫
」
と
し
て
祀
ら

れ
る
。
神
仏
習
合
の
密
教
思
想
が
、
蚕
影
神
社
や
蚕
養
神
社

こ

か

げ

こ

か

い

の
創
建
を
齎
し
そ
の
縁
起
に
、
い
ず
れ
も
「
こ
れ
日
本
養
蚕

の
始
め
也
」
と
記
す
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

日
立
の
蚕
養
神
社
か
ら
分
祀
の
、
群
馬
県
勢
多
郡

北

橘

き
た
た
ち
ば
な

村
に
も
同
名
神
社
が
あ
る
し
、
福
島
県
会
津
若
松
市
蚕
養
町

に
も
蠶
養
國
神
社
が
あ
る
。
京
都
市
右
京
区
太
秦
に

う
ず
ま
さ

木
嶋
坐
天
照
御
魂
神
社
、
通
称
「
木
嶋
神
社
」
又
は
「
蚕
の

こ
の
し
ま
に
ま
す
あ
ま
て
る
み
た
ま

こ
の
し
ま

社
」
と
呼
ば
れ
、
当
神
社
本
殿
の
東
側
に
は
織
物
の
祖
神
を

祀
る
蚕
養
神
社
が
あ
り
「
蚕
の
社
」
も
蚕
に
ち
な
ん
だ
社
名

で
あ
る
。
社
殿
西
に
絶
え
ず
湧
水
の
「
元
糺
の
池
」
中
に
、

も
と
た
だ
す

世
に
も
珍
し
い
三
柱
の
三
つ
鳥
居
を
持
つ
神
社
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。
か
よ
う
に
金
色
姫
の
逸
話
は
、
茨
城
県
の
み

な
ら
ず
各
地
広
範
囲
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

上
垣
守
國
著
『
養
蚕
秘
録
』
は
、
上･

中
・
下
と
三
巻
よ
り

な
る
書
物
で
、
江
戸
時
代
の
養
蚕
書
の
内
最
も
出
版
部
数
の

多
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
本
書
以
外
に
も
類
似
の
養
蚕
書

が
奥
州
、
上
州
、
信
州
で
流
布
し
て
お
り
、
著
者
は
こ
う
し

た
書
物
が
、
巷
間
望
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。
十
八
歳
か
ら
養
蚕
技
術
を
習
得
の
著
者
は
、
後

に
但
馬
国(

兵
庫
県)

養
父
郡
蔵
垣
村(

大
屋
町
字
蔵
垣)

の
庄

や

ぶ

く
ら
が
い

屋
を
務
め
た
。
宅
跡
に
は
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

但
馬
国
は
、
丹
波
・
丹
後
両
地
域
と
供
に
三
丹
地
方
と
呼

ば
れ
、
日
本
海
に
面
し
荒
地
で
放
置
さ
れ
て
い
た
河
岸
段
丘

で
あ
っ
た
。
東
国
の
生
糸
に
対
抗
し
、
京
都
の
機
織
業
を
支

え
て
、
後
に
山
の
中
腹
ま
で
も
が
桑
園
化
さ
れ
た
一
帯
と
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
上
垣
守
國
は
、
若
い
時
か
ら
何
度
も
東
国

(

常
陸
・
信
濃
・
上
州
や
奥
州
の
岩
代
国
の
伊
達
郡
や
信
夫
郡)

の
本
場
に
出
掛
け
、
技
法
を
習
得
し
蚕
種
を
仕
入
れ
て
い
る
。

技
法
も
隠
さ
ず
公
開
し
後
に
育
て
た
蚕
種
を
、
三
丹
地
方
の

み
な
ら
ず
山
陰
・
山
陽
地
方
に
も
販
売
し
て
い
る
。

『
養
蚕
秘
録
』
著
者
が
、
文
面
か
ら
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ

る
書
物
が
三
冊
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
久
美
浜

代
官
野
村
権
九
郎
正
福
が
、
寛
政
九
年(

一
七
九
七)
に
発
し

ま
さ
と
み

た
『
養
蚕
の
儀
に
付
御
触
書
』
、
一
つ
は
三
年
前
の
丹
後
宮

津
表
具
師
大
和
屋
庄
七
板
著
の
同
名
の
小
冊
子
、
も
う
一
つ

は
、
信
州
塩
尻
村
の
塚
田
与
右
衛
門
著
『
新
撰
養
蚕
秘
書
』

(

宝
暦
七
年=

一
七
五
七)

だ
と
い
う
。
唯
こ
の
三
書
は
、
何
故

か
『
養
蚕
秘
録
』
巻
末
で
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
引
用
は
、

別
の
書
物
で
何
と
二
十
五
の
和
書
で
あ
っ
た
と
い
う
。

Ｂ
Ｃ
五
世
紀
、
中
国
の
江
南
地
方
か
ら
航
海
術
に
長
け
た

海
人
が
、
東
支
那
海
を
筏
で
渡
り
北
九
州
へ
至
る
。
中
国
の

あ

ま

い
か
だ

養
蚕
発
祥
の
地
は
、
正
に
長
江(

揚
子
江)

の
南
の
江
南
地
方

ち
ょ
う
こ
う

で
あ
っ
た
の
だ
が
、
水
稲
技
術
の
伝
来
が
養
蚕
技
術
の
伝
来

よ
り
早
か
っ
た
と
す
る
見
方
が
大
勢
で
あ
る
。
金
印
が
発
見

さ
れ
た
北
九
州
志
賀
島
の
志
賀
海
神
社
に
、
綿
津
見
神
が
祀

わ
た
つ
み
の
か
み

ら
れ
て
い
る
。
神
社
代
々
の
宮
司
は
阿
曇
姓
で
あ
る
。
海
人

あ

つ

み

あ

ま

が
津
見(

定
住)

し
、
綿
津
見
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
場
所
、
志

つ

み

わ
た
つ
み
の
か
み

賀
島
が
、
安
曇
族
の
根
拠
地
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
。

信
州
の
中
心
安
曇
野
に
著
名
な
穂
高
神
社
が
あ
る
。

本
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
祭
神
は
、
中
殿
穂
高
見
神
で
左
殿

ほ
た
か
み
の
か
み

に
志
賀
島
と
同
様
の
綿
津
見
神
、
右
殿
瓊
瓊
杵
神
で
あ
る
。

わ
た
つ
み
の
か
み

に

に

ぎ

の

か
み

阿
曇
・
安
曇
の
語
源
は
、
海
人
津
見
が
訛
っ
た
言
葉
で
、
津

あ

ま

つ

み

見
は
「
住
む
」
の
意
味
で
あ
る
。
海
人
の
末
裔
、
安
曇
族
が
、

何
故
日
本
海
を
北
上
し
、
如
何
な
る
経
路
を
辿
り
陸
に
上
が
っ

て
信
州
に
定
着
し
た
の
か
は
諸
説
あ
る
の
で
割
愛
す
る
。

下
関
長
府
に
忌
宮
神
社(

豊
浦
宮
と
も
い
う
）
が
あ
り
、

い
み
の
み
や

西
暦
１
９
５
年
に
、
渡
来
人
が
蚕
種(

蚕
の
卵)

を
献
上
し
た

と
い
う
「
蚕
種
渡
来
之
地
」
の
碑
が
境
内
の
一
角
に
あ
る
。

つ
ま
り
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
日
本
上
陸
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
日
本
書
記
」
に
蚕
に
関
す
る
起
源
神
話
が
載
っ
て
い
る
。

稚
産
霊
日
神
の
頭
上
に
、
蚕
と
桑
が
生
じ
腹
か
ら
五
穀
が
生

わ
く
む
す
び
の
か
み

じ
た
と
・
・
。
「
古
事
記
」
に
は
食
物
の
神
大
気
津
比
売
神

お

お
げ

つ
ひ
め
の
か
み

は
、
鼻
と
口
や
尻
か
ら
各
種
の
美
味
な
食
物
を
取
り
出
し
、

須
佐
之
男
命
に
差
出
し
た
が
、
汚
し
て
出
し
た
と
立
腹
し

す
さ
の
お
の
み
こ
と

大
気
津
比
売
神
は
男
命
に
殺
さ
れ
る
。
そ
の
死
体
の
頭
か
ら

お

お
げ

つ
ひ
め
の
か
み

み

こ

と

蚕
が
生
じ
、
目
に
稲
穂
、
耳
に
栗
、
鼻
に
小
豆
、
陰
部
に
麦
、

尻
に
大
豆
が
生
じ
た
と
・
・
。
藤
岡
の
菩
提
寺
、
真
言
宗
の

光
明
寺
に
「
金
色
蚕
姫
」
の
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
た
理
由
こ

そ
、
逸
に
養
蚕
業
を
営
み
蚕
神
を
崇
め
る
昔
の
農
民
の
信
仰

心
と
、
養
蚕
業
に
従
事
し
た
当
事
の
女
性
の
地
位
向
上
を
物

語
っ
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
。

了
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